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良
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業
変
更
計
画
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縦
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（
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興
課
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平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
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漁
業
災
害
補
償
法
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基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加
入
区
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設
定
）
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一
部
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正�
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水
産
林
政
総
務
課
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一

〇
土
砂
災
害
警
戒
区
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及
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砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定�

（
防
災
砂
防
課
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二
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画
整
理
事
業
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事
業
計
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変
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認
可�
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計
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課
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告
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課
）　
　

二
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会
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体
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〇
政
治
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体
の
届
出
事
項
の
異
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届�

　
　

三

〇
政
治
団
体
の
解
散
届�

　
　

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
令
和
四
年
分
）�
　
　

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
令
和
五
年
分
）�
　
　

四

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出�

　
　

四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号

　

県
営
富
上
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法

律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知

事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
令
和
五
年
七
月
十
四
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

柴
田
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

　

平
成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
八
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
漁
業
共
済
に
係
る
加
入
区
の
設
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
五
年
六
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

法
第
百
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
わ
か
め
を
と
る
漁
業
）
の
表
宮
城
県
第
37
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東

部
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
38
加
入

区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同

表
宮
城
県
第
39
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所

」
に

改
め
る
。

　

法
第
百
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
こ
ん
ぶ
を
と
る
漁
業
）
の
表
宮
城
県
第
25
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東

部
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
26
加
入

区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同

表
宮
城
県
第
27
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所

」
に

改
め
る
。

　

法
第
百
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
漁
業
（
あ
わ
び
を
と
る
漁
業
）
の
表
宮
城
県
第
80
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東

部
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
81
加
入

区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
る
。

　

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
表
塩
釜
市
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
塩
釜
市
浦
戸
東
部
支
所
の
地

区
）
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東
部
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に

改
め
、
同
表
塩
釜
市
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合
の
塩
釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区
）
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
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」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
塩
釜
市
区
域
（
宮
城
県
漁
業
協
同

組
合
の
塩
釜
市
第
一
支
所
の
地
区
）
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩

釜
市
第
一
支
所
の
地
区

」
に
改
め
る
。

　

法
第
百
二
十
五
条
の
二
に
掲
げ
る
漁
業
（
の
り
養
殖
業
）
の
表
宮
城
県
第
20
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東
部
支

所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
21
加
入
区
の

項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮

城
県
第
22
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所
，

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所
の
地
区

並
び
に

」
に
改
め
る
。

　

法
第
百
二
十
五
条
の
二
に
掲
げ
る
漁
業
（
わ
か
め
養
殖
業
）
の
表
宮
城
県
第
92
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東
部

支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
93
加
入
区

の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表

宮
城
県
第
94
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所

」
に
改

め
る
。

　

法
第
百
二
十
五
条
の
二
に
掲
げ
る
漁
業
（
こ
ん
ぶ
養
殖
業
）
の
表
宮
城
県
第
82
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東
部

支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
83
加
入
区

の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
桂
島
，
野々
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表

宮
城
県
第
84
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所

」
に
改

め
る
。

　

法
第
百
二
十
五
条
の
二
に
掲
げ
る
漁
業
（
特
定
か
き
養
殖
業
）
の
表
宮
城
県
第
200
加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
浦
戸
東

部
支
所
の
地
区

」
を
「塩

釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
寒
風
沢
島
，
朴
島
の
区
域

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
201
加
入

区
の
項
及
び
宮
城
県
第
203
加
入
区
の
項
中
「塩
釜
市
浦
戸
支
所

」
を
「塩

釜
地
区
支
所

」
に
改
め
、
同
表
宮
城
県
第
204

加
入
区
の
項
中
「塩

釜
市
第
一
支
所

」
を
「塩
釜
地
区
支
所
の
地
区
の
う
ち
旧
塩
釜
市
第
一
支
所

」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

区　

域　

の　

所　

在　

地

建
築
物
の
構

造
の
規
制
に

必
要
な
衝
撃

に
関
す
る
事

縦
覧
場
所

の
種
類

項

石
ノ
田
の
３

急
傾
斜
地

の
崩
壊

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
原

次
の
図
の
と

お
り

宮
城
県
土
木
部
防

災
砂
防
課
及
び
宮

城
県
東
部
土
木
事

務
所

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

事
業
の
名
称

　
　

富
谷
市
成
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業

二　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
一
番
二
十
七
号

三　

施
行
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
三
年
二
月
八
日

四　

変
更
認
可
の
年
月
日

　
　

令
和
五
年
六
月
九
日

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
山
王
字
三
千
刈
一
番
一
、
五
番
一
、
六
番
五
、

六
番
六
の
一
部
、
一
番
一
地
先
法
定
外
水
路
の
一
部

　

名
取
市
大
手
町
五
丁
目
十
二
番
地
の
二

�

令
和
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工
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区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

伊
具
郡
丸
森
町
字
除
北
五
十
七
番
一
の
一
部
（
第
二
工

区
）

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

丸
森
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

参
政
党
宮
城
県

支
部
連
合
会

ロ
ー
レ
ン
ス

綾
子

高
橋　

明
子

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場

字
滝
原
九
五－

三
二

○

令
和
五
年

�

五
月
三
十
日

自
由
民
主
党
宮

城
県
ト
ラ
ッ
ク

支
部

庄
子　

清
一

今
川　
　

淳

仙
台
市
若
林
区
卸
町
五－

八

－

三

○

令
和
五
年

�
五
月
十
六
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

石
山
け
い
き
を
支
え
る

会

石
山　

敬
貴

石
山　

敬
貴

加
美
郡
加
美
町
字
南
寺
宿
七－

六

令
和
五
年

�

五
月
十
日

猪
股
ご
う
後
援
会

猪
股　
　

豪

猪
股　
　

豪

加
美
郡
加
美
町
南
町
四
三

令
和
五
年

�

五
月
十
二
日

お
お
ば
和
晃
後
援
会

大
場　

和
晃

大
場　

友
貴

多
賀
城
市
八
幡
三－

一
四－

二
九

令
和
五
年

�

五
月
八
日

大
橋
た
か
と
し
後
援
会

高
𣘺　

宏
幸

大
橋　

貴
利

塩
竈
市
芦
畔
町
一－

五

令
和
五
年

�

五
月
十
七
日

佐
藤
英
治
後
援
会

佐
藤　

英
治

百
　々

郁
子

塩
竈
市
西
町
九－

四

令
和
五
年

�

五
月
八
日

鈴
木
一
郎
後
援
会

鈴
木　

一
郎

鈴
木　

一
郎

多
賀
城
市
留
ケ
谷
三－

四－

六

令
和
五
年

�

五
月
十
六
日

鈴
木
え
つ
よ
後
援
会

曽
我　

邦
昭

砂
金　

静
子

塩
竈
市
牛
生
町
二
四－

二
五－

二

令
和
五
年

�

五
月
八
日

た
き
ぐ
ち
ま
さ
ひ
と
後

援
会

小
野　

一
則

小
野　

一
則

角
田
市
高
倉
字
寺
前
四－

一

令
和
五
年

�

五
月
二
日

チ
ー
ム
宮
城

鈴
木　

由
香

ク
リ
ン
ミ
ー

涼
子

亘
理
郡
亘
理
町
逢
隈
鹿
島
字
弥
陀
内
二

〇－

三
五

令
和
五
年

�

五
月
十
六
日

千
葉
文
昭
後
援
会

齋
川　
　

茂

千
葉　

郁
子

多
賀
城
市
中
央
三－

一
三－

一
六

令
和
五
年

�

五
月
一
日

日
本
共
産
党
石
巻
ひ
が

し
後
援
会

小
野　

節
也

佐
立　
　

昭

石
巻
市
南
中
里
四－

五－

一
四

令
和
五
年

�

四
月
十
八
日

畑
山
和
晴
後
援
会

畑
山　

和
晴

畑
山　

律
子

富
谷
市
成
田
三－

三
二－

五

令
和
五
年

�

五
月
二
十
九
日

み
な
か
わ
祐
治
後
援
会

皆
川　

祐
治

皆
川　

恵
美

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
南
野
中
沢
四
三

－

九
六

令
和
五
年

�

五
月
十
日

村
上
由
紀
後
援
会

村
上　

由
紀

村
上　

由
紀

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
念
仏
一－

一

令
和
五
年

�

五
月
八
日

ゆ
ず
き
貴
光
後
援
会

柚
木　

貴
光

柚
木　
　

茂

宮
城
郡
利
府
町
青
葉
台
一－

二
五－

五

令
和
五
年

�

五
月
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

参
政
党
宮
城
第
１
支
部

渡
部
東
一
郎

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
向

山
四－

二
〇－

一

仙
台
市
若
林
区
連

坊
小
路
一
一
〇－

令
和
五
年

�

五
月
十
五
日

九

二
〇

代

表

者

の

氏

名

渡
部
東
一
郎

伊
東　

義
晃

参
政
党
宮
城
第
２
支
部

佐
々
木
拓
雄

代

表

者

佐
々
木
拓
雄

ロ
ー
レ
ン
ス
綾
子

令
和
五
年
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の

氏

名

�

五
月
十
五
日

自
由
民
主
党
角
田
市
支

部

葊󠄄
谷　

秀
男

代

表

者

の

氏

名

葊
谷　

秀
男

湯
村　
　

勇

令
和
五
年

�

五
月
二
十
日

自
由
民
主
党
松
島
町
支

部

阿
部　

幸
夫

会
計
責
任
者

の

氏

名

菅
野　

隆
二

渋
谷　

秀
夫

令
和
五
年

�

三
月
二
十
五
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
看

護
連
盟
支
部

古
内
み
よ
子

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木
喜
代
子

古
内
み
よ
子

令
和
五
年

�

五
月
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
柔

道
整
復
師
支
部

櫻
田　
　

裕

会
計
責
任
者

の

氏

名

細
谷　
　

厚

若
生　

壮
司

令
和
五
年

�

五
月
二
十
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
電

気
通
信
支
部

小
林　
　

誠

代

表

者

の

氏

名

小
林　
　

誠

結
城　

澄
雄

令
和
五
年

�

五
月
二
十
六
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

荒
川
洋
平
後
援
会

荒
川　

洋
平

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
閖
上
中
央

一－

一
六－

九

名
取
市
閖
上
一－

二
一
七

令
和
五
年

�

五
月
九
日

櫻
井
充
を
支
援
す
る
会

櫻
井　
　

充

会
計
責
任
者

の

氏

名

針
生　

庸
一

相
沢　

昭
正

令
和
五
年

�

四
月
一
日

宮
城
県
柔
道
整
復
師
連

盟

櫻
田　
　

裕

会
計
責
任
者

の

氏

名

細
谷　
　

厚

若
生　

壮
司

令
和
五
年

�

五
月
二
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

雨
森
修
一
後
援
会

雨
森
幸
太
郎

令
和
五
年
三
月
二
十
四
日

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
政
治
団
体
か
ら
令
和
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
六
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
六
月
十
六
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
（
代

表
者
）
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

　

指
定
年
月
日

石
山　

敬
貴

加
美
町
長

石
山
け
い
き
を
支
え

る
会

加
美
郡
加
美
町
字
南
寺
宿
七－

六

令
和
五
年

�

五
月
五
日

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

雨
森
修
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. ５
. 31（

５
. ３
. 24解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

雨
森
修
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
５
. ５
. 31（

５
. ３
. 24解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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猪
股　
　

豪

宮
城
県
議
会
議
員

猪
股
ご
う
後
援
会

加
美
郡
加
美
町
南
町
四
三

令
和
五
年

�

五
月
十
日

柚
木　

貴
光

宮
城
県
議
会
議
員

ゆ
ず
き
貴
光
後
援
会

宮
城
郡
利
府
町
青
葉
台
一－

二
五－

五

令
和
五
年

�

五
月
八
日


